
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行令和２年８月１日（土）

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6995

購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

間
の
様
々
な
分
野
に
お
け

る
交
流
促
進
や
活
動
に
関

し
て
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

野
田
相
談
役
は
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
時
代
か
ら
の
プ

ロ
級
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ

り
、
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
を
駆
使
し
て
様
々
な

被
写
体
を
映
像
に
収
め
て

い
る
。
こ
の
日
は
「
野
田

正
明
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
記
録
」

を
総
領
事
に

披
露
し
た
。

　

そ
の
後
、

食
堂
に
席
を
移
し
、
総
領

事
歓
迎
の
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
食
卓
に
は
プ
ロ

ホ
ロ
フ
加
代
子
さ
ん
手
づ

く
り
の
ロ
シ
ア
料
理
が
並

べ
ら
れ
て
楽
し
い
宴
と

な
っ
た
。

　

最
後
に
総
領
事
に
こ
の

日
の
感
想
を
聞
く
と
、「
工

場
見
学
し
て
感
動
し
た
。

鉄
の
硬
さ
と
人
間
の
チ
カ

ラ
を
強
く
感
じ
た
」
と
話

し
た
。

　

日
本
と
の
友
好
関
係
に

つ
い
て
は
、「
お
互
い
に
親

密
な
関
係
だ
が
、
特
に
モ

ン
ゴ
ル
市
場
経
済
へ
の
日

本
の
協
力
は
ベ
ス
ト
で
あ

り
、
感
謝
し
て
い
る
」
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
モ
ン
ゴ
ル

と
日
本
の
友
好
関
係
が
末

永
く
続
く
こ
と
を
祈
念
し

た
い
。

（
小
川
秀
人
）

バ
ル
の
芦
田

衛
実
行
委
員

長
（
55
）
と
中

村
滋
事
務
局

長
（
42
）
が
東

奔
西
走
し
て
い

る
。

　

初
め
て
の
集

ま
り
と
し
て
、

７
月
21
日
に

ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
大

阪
西
梅
田
（
大

阪
市
北
区
曽
根

崎
新
地
２
）
で

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
勉
強
会
が

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ８
月

6日  ゲスト ： 武部好伸さん
　　　　　　「哀愁のちょかギター」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

13日  ゲスト ： 吉岡照生さん「東大阪の発明家」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

20日  ゲスト ： 戸屋加代さん
 「東大阪の町工場をテーマパークに」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

27日  ゲスト ： 温川政佳さん「O-KESを導入し
環境問題に取り組む中小企業」
 （キャスター ： 小野元裕）

左から、野田邦雄相談役、イワン・プロホ
ロフ会長、プロホロフ加代子代表、ダワー
ドルジ・デルゲルツォグット総領事

NPO法人シーエスアールスクエア

宍戸仙助理事長迎え

大阪市中央区農人橋1―4―31―3D

TEL06―4790―7755

アース・フレンドシップ・
フェスティバル事務局

2020・8・1

　

ヒ
ト
は
ウ
イ
ル
ス
の
運
び
屋
だ
。
緊
急

事
態
宣
言
の
全
国
的
解
除
（
５
月
21
日
）

で
で
き
た
隙
間
に
第
２
波
が
来
た
よ
う
だ
。

　

プ
ロ
野
球
や
Ｊ
リ
ー
グ
、
大
相
撲
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
・
検
温
・
マ
ス
ク
・
手
指
消
毒
・
入

場
制
限
・
監
視
員
な
ど
の
自
衛
策
が
見
え

る
の
で
安
心
し
て
観
戦
（
テ
レ
ビ
）
で
き
る
。

　
「
東
京
３
６
６
人
と
最
多
記
録
」（
７
月
23
日
）、

「
大
阪
１
４
９
人
感
染
、
最
多
」（
７
月
24
日
）。

そ
ん
な
な
か
、
族
議
員

ド
ン
様
の
一
声
で
７
月

22
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」

は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
。
感
染
防
止
と
経
済
再
開
は

賛
成
だ
が
政
策
立
案
当
事
者
の
能
力
劣
化
に
驚
い

た
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
何
者
か
。
専
門
家
は
専
門
的
科
学

的
知
見
か
ら
傾
向
と
対
策
や
啓
蒙
を
積
極
的
に
行

っ
て
ほ
し
い
。
賛
否
両
論
、
激
し
い
議
論
を
丸
め

な
く
と
も
よ
い
。首
相
や
担
当
大
臣
の
発
言
は「
２

階
か
ら
目
薬
」で
政
治
的
成
分
多
く
効
果
は
薄
い
。

感
染
防
止
指
針
に
従
わ
な
い
事
業
者
や
店
舗
名
の

公
表
は
、
正
直
者
が
損
を
し
な
い
た
め
に
も
厳
し

く
適
用
す
べ
き
だ
。「
公
」
精
神
が
喪
失
し
て
い

る
現
在
、
ウ
イ
ル
ス
問
題
を
通
じ
て
公
衆
衛
生
な

ど
の
啓
蒙
は
有
益
だ
ろ
う
。

　
「
参
議
院
新
型
コ
ロ
ナ
閉
会
中
審
査
」（
７
月
16

日
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
で
児
玉
龍
彦
東
大
名

誉
教
授
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
来
月
は
目
を
覆
う
よ

う
な
惨
状
に
な
る
」「
東
京
の
エ
ピ
セ
ン
タ
ー
（
震

源
地
）
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
一
気
に
、
国
の
総

力
を
挙
げ
て
制
圧
す
べ

き
」
と
遺
伝
子
工
学
や

計
測
工
学
、数
理
統
計
な
ど
の
知
見
を
交
え
力
説
。

役
立
っ
た
。

　
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
」
初
日
の
観
光
地
は
密
集
状
態
が

目
立
っ
た
。
２
週
間
後
の
結
果
は
想
像
が
つ
く
。

自
衛
す
る
観
光
地
で
は
ウ
イ
ル
ス
持
ち
込
ま
な

い
、
持
ち
帰
ら
な
い
運
動
を
展
開
す
る
だ
ろ
う
。

　

や
り
た
い
が
や
れ
な
い
、
行
き
た
い
が
行
け
な

い
、
も
ど
か
し
さ
が
募
る
。
12
月
の
予
定
も
早
々

に
中
止
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
答
え
は
、
君
子
で
な

く
と
も
「
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
だ
。

晴耕雨読

危
う
き
に
近
寄
ら
ず

株
式
会
社
木
幡
計
器
製
作
所

社長　木幡巌
大阪市大正区南恩加島5－8－6
TEL 06－6552－0545

株式会社木幡計器製作所

　

町
な
か
に
出
て
み
れ

ば
、
何
か
し
ら
の
工
事

中
の
所
に
は
、
エ
ア
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
（
空
気

圧
縮
機
）
が
施
工
道
具

の
エ
ア
源
と
し
て
働
い

て
い
る
。
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
の
上
部
に
は
大
き

な
圧
力
計
が
装
着
さ
れ

て
お
り
、
空
気
圧
の
調

整
や
点
検
の
役
目
を
果

た
し
て
い
る
。

　

株
式
会
社
木
幡
計
器

製
作
所
は
明
治
42
年

（
１
９
０
９
年
）
に
、

木
幡
久
右
衛
門
さ
ん
が

大
阪
市
西
区
靭う

つ
ぼで
創

業
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
創
業

者
は
日
本
に
大
き
な
工

業
化
の
波
が
来
る
こ
と

を
予
見
し
て
い
た
。
当

時
、
ほ
と
ん
ど
輸
入
品

に
依
存
し
て
い
た
「
ブ

ル
ド
ン
管
圧
力
計
」
に

着
目
し
、
研
究
を
重
ね

家
業
の
金
物
製
造
の
技

術
を
応
用
し
て
ブ
ル
ド

ン
管
の
製
作
に
成
功
し

た
。
ま
さ
に
パ
イ
オ
ニ

ア
だ
。

　

以
来
１
１
０
年
余

り
、
錨

い
か
り
じ
る
し
印
ブ
ラ
ン
ド

の
圧
力
計
を
生
産
し
、

造
船
業
界
を
始
め
と
し

た
各
種
の
産
業
に
広
く

採
用
さ
れ
好
評
を
博
し

た
。

　

ま
た
、
圧
力
計
測
技

術
を
応
用
し
た
、
独
自

の
機
構
を
持
っ
た
圧
力

ス
イ
ッ
チ
等
の
制
御
機

器
も
数
多
く
開
発
・
製

作
し
た
。

　

木
幡
巌
社
長
（
52
）

は
豊
中
市
出
身
。
関
西

大
学
社
会
学
部
社
会
心

理
学
科
で
学
ん
だ
。
卒

業
後
、
メ
ー
カ
ー
の
Ｓ

Ｍ
Ｃ
に
入
社
、
大
阪
営

業
所
で
営
業
職
と
し
て

２
年
間
勤
務
し
た
。

　

い
ず
れ
家
業
を
継
ぐ

に
あ
た
り
、
工
学
系
知

識
の
必
要
性
を
痛
感

し
、大
阪
工
業
大
学（
夜

間
コ
ー
ス
）
機
械
工
学

科
に
３
年
次
編
入
学
し

て
材
料
力
学
・
熱
力
学
・

流
体
力
学
・
応
用
力
学

の
基
本
を
学
ん
だ
。
株

式
会
社
木
幡
計
器
製
作

所
に
入
社
後
は
、
20
年

間
「
品
質
管
理
」
を
主

に
担
当
し
た
。

　

同
時
に
日
本
規
格
協

会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
Ｑ
Ｃ

講
習
会
に
通

い
、
品
質
管
理

の
基
礎
知
識
を

勉
強
し
た
。

　

木
幡
社
長
は

社
会
心
理
学
・

機
械
工
学
・
品

質
管
理
を
学
ぶ

ほ
ど
勉
強
熱

心
。

　

株
式
会
社
木

幡
計
器
製
作
所

の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介

し
よ
う
。

　

①
Ｉ
Ｔ
の
必

要
性
を
感
じ
、

新
事
業
と
し
て

採
用
。
町
工
場

は
Ｉ
Ｔ
化
が
進

行
し
に
く
い
と

考
え
、
近
隣
の

企
業
や
取
引
先

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
構
築
等
を
手

掛
け
た
。
事

業
の
伸
び
し
ろ
は
と
も

か
く
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る

様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
身

に
付
い
た
。

　

②
医
療
現
場
の
酸
素

ボ
ン
ベ
は
正
確
に
圧
力

を
測
り
、
圧
力
の
変
化

を
速
や
か
に
医
療
従
事

者
に
伝
え
る
必
要
が
あ

る
。
こ
こ
で
圧
力
計
と

Ｉ
Ｔ
の
技
術
を
融
合
さ

せ
た
医
療
機
器
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。

　

③
２
０
１
８
年
４

月
、「
Ｇ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ

Ｔ
ａ
ｉ
ｓ
ｈ
ｏ
」（
ガ

レ
ー
ジ
・
タ
イ
シ
ョ
ウ
）

を
開
設
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
「
モ
ノ
づ
く

り
」
を
株
式
会
社
木
幡

計
器
製
作
所
の
技
術
で

サ
ポ
ー
ト
。
新
し
い
分

野
の
仲
間
と
共
に
、
多

様
化
す
る
様
々
な
課
題

を
解
決
で
き
る
企
業
を

目
指
し
て
い
る
。

　

木
幡
社
長
の
信
条
を

聞
い
た
。

　
「
圧
力
計
と
呼
吸
筋

力
測
定
器
で
社
会
に
貢

献
し
た
い
」

　

若
い
人
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
人
に

頼
り
に
さ
れ
る
こ
と
を

意
識
し
て
欲
し
い
」。

　

株
式
会
社
木
幡
計
器

製
作
所
に
は
地
元
の
大

正
区
民
だ
け
で
な
く
、

全
国
か
ら
の
修
学
旅
行

生
も
大
勢
見
学
に
訪
れ

る
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

19

錨印ブランドの圧力計を生産して110年

　
「
圧
力
計
」
と
い
っ
て
も
、
ピ
ン
と
こ
な
い

読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
家

庭
用
の
小
型
消
火
器
。
レ
バ
ー
部
分
の
首
元
に

小
さ
な
圧
力
計
が
装
着
さ
れ
て
い
る
。

　

普
段
気
が
つ
か
な
い
箇
所
だ
が
、
小
粒
な
が

ら
立
派
に
圧
力
計
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
中
・
暑
中

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

自社製品を持つ木幡巌社長

計器の組み付け工程

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
T E L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では88カ所の霊場のお砂をさすっていただ
き、周囲を歩くことによって下に敷きつめて
ある88カ所のお砂を踏んでいただきます。

カ
ッ
ト
野
菜

ス
タ
ッ
フ
募
集
誰
で
も
で
き
る

簡
単
な
作
業
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Ｆ
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八
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目
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明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

８月８日は親孝行の日

親孝行出版のすすめ

牛滝温泉
四季まつり

新温泉開業

7月4日グランドオープン
ナトリウム―塩化物・炭酸水素泉、ラドン温泉

屋根付きテラスで
BBQ・宴会ができます

大阪府岸和田市大沢町1156
☎ 072―479―2641

（旧いよやかの郷）

自然の中に浮かぶ天空の露天風呂
宿
泊
も

で
き
ま
す

　

国
際
交
流
Ｐ
Ｓ
Ｈ
（
イ
ワ
ン
・
プ

ロ
ホ
ロ
フ
会
長
、
プ
ロ
ホ
ロ
フ
加
代

子
代
表
）
は
ロ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
他
の
大
使
館
・
総
領
事

館
の
協
力
の
も
と
に
、
青
少
年
・
市

民
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
の
推
進

を
実
施
し
て
い
る
。

　

梅
雨
空
が
晴
れ
渡
っ
た

７
月
16
日
、
モ
ン
ゴ
ル
総

領
事
ダ
ワ
ー
ド
ル
ジ
・
デ

ル
ゲ
ル
ツ
ォ
グ
ッ
ト
さ
ん

が
、
野
田
金
属
工
業
株
式

会
社
（
東
大
阪
市
鴻
池
徳

庵
町
４
―
８
）
を
訪
問
し

た
。
こ
の
日
の
訪
問
は
国

際
交
流
Ｐ
Ｓ
Ｈ
の
仲
介
に

よ
り
実
現
。

　

総
領
事
、
国
際
交
流
Ｐ

Ｓ
Ｈ
関
係
者
、
同
社
の
野

田
邦
雄
相
談
役
ほ
か
役
職

者
の
名
刺
交
換
・
表
敬
挨

拶
の
後
、
工
場
見
学
に

移
っ
た
。

　

野
田
相
談
役
と
山
本
秀

雄
社
長
が
工
場
内
を
先
導

し
、
設
備
機
械
や
加
工
製

品
の
詳
細
を
総
領
事
に
説

明
し
て
い
た
。
総
領
事
は

初
め
て
見
る
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
や
大
型
板
金
加
工
機

械
を
興
味
深
く
見
て
い

た
。

　

工
場
見
学
の
後
、
会
議

室
で
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の

　

ア
ー
ス
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
来
年
８
月
に
泉
佐
野
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
泉

佐
野
市
南
中
樫
井
８
９
７
―
２
）
で
開
か
れ
る
予

定
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
食
を
通
し
て
未
来
を

担
う
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、

平
和
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
合
言
葉
は
「
地
球
が
運
動
場
」。

く
学
校
広
場
）
の
宍
戸
仙

助
理
事
長
（
68
）
が
講
演

し
た
。
宍
戸
理
事
長
は
元

伊
達
市
立
富
野
小
学
校
校

長
。
ラ
オ
ス
、ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
等
と
長
年
に
わ
た
り

草
の
根
交
流

す
る
う
ち
、

日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
瞳

が
輝
く
よ
う

に
な
っ
た
と

い
う
話
を
し

た
。
子
ど
も

た
ち
の
輝
く

瞳
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映

開
か
れ
、
約
20
人
が
集
っ

た
。「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）

の
先
に
あ
る
も
の
〜
東
南

ア
ジ
ア
の
山
岳
少
数
民
族

の
子
ど
も
た
ち
の
瞳
の
輝

き
に
学
ぶ
」
と
い
う
演
題

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
エ

ス
ア
ー
ル
ス
ク
エ
ア
（
輝

し
出
さ
れ
た

と
き
、
会
場

か
ら
驚
き
と

喜
び
の
声
が

上
が
っ
た
。

　
「
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を

開
催
す
る
上

で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
も
、
子
ど

も
た
ち
が
自
己
使
命
感
を

持
て
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
芦
田
実
行
委
員
長

は
閉
会
の
辞
で
述
べ
た
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

毎
年
国
を
決
め
て
交
流
す

る
。
ま
ず
は
親
日
国
で
あ

る
台
湾
の
子
ど
も
た
ち
を

迎
え
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
と
サ
ッ
カ
ー
の
交
流
試

合
を
す
る
。
試
合
前
に
、

日
本
と
台
湾
の
ト
ッ
プ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
演
奏

を
披
露
。
さ
ら
に
、
約

30
店
舗
の
食
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
両
国
の
料
理

が
堪
能
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
２
千
人
以
上
の

来
場
者
を
迎
え
る
予
定

だ
。

　

現
在
、
賛
同
者
を
募
る

た
め
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ

国
際
交
流
Ｐ
Ｓ
Ｈ
が
仲
介

ロシア料理を囲んでの懇親会

来
年
８
月
開
催
に
向
け
て
勉
強
会
を
開
催

ア
ー
ス・フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ー
ス・フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

講演する宍戸仙助理事長

東奔西走する中村滋事務局長（左）
と芦田衛実行委員長

熱心に工場を見学する総領事（右）

モンゴル総領事モンゴル総領事
野田金属工業　 野田金属工業　 株式株式会社会社 を訪 を訪問問

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
集
客
を
６
倍
に
も
増
や
し
た
酒
屋
が
あ
る

と
い
う
。

　
「
そ
ん
な
に
集
客
を
増
や
せ
た
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
？　

い
っ
た
い
何
を
し
た
の
だ
ろ
う
？
」

と
、興
味
を
持
た
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
店
主
は
、
何
か
特
別
な
販
促
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
手
法
を
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
答
え
は
、

店
を
営
ん
で
い
る
人
な
ら
誰
で
も
使
う
あ
の
方

法
で
あ
る
。
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
を

打
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、な
の
で
あ
る
。
た
だ
、い
つ
も
送
っ

て
い
る
よ
う
な
売
り
込
み
の
Ｄ
Ｍ
を
送
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
酒
屋
の
店
主
は
、
今
回
Ｄ

Ｍ
を
送
る
に
あ
た
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
〝
工

夫
〞
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
工
夫
と
は
、
お

客
様
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
不
安
を
抱
え
て

気
持
ち
が
な
ん
と
な
く
暗
く
な
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
お
客
様
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た
、
気
遣
い

を
感
じ
て
も
ら
え
る
文
章
を
書
い
た
の
だ
。

　

そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
商
売
人
が

売
り
上
げ
に
苦
し
ん
で
い
る
な
か
、
集
客
６
倍

と
い
う
異
常
値
と
も
い
え
る
結
果
を
出
せ
た
の

だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
お
客
様
の
心
情
に

寄
り
添
っ
た
ハ
ガ
キ
や
手
紙
を
出
せ
ば
、
簡
単

に
こ
の
Ｄ
Ｍ
の
よ
う
に
６
倍
も
の
反
応
が
取
れ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

実
は
、
こ
の
酒
屋
は
、
今
ま
で
お
客
様
と
の

関
係
性
を
深
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
、
し
っ
か
り
と
地
道
に
続
け
て
き
た
。
そ

の
結
果
な
の
で
あ
る
。

コロナ禍でも集客6倍の酒屋
DMライター　鈴木光治



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和２年８月１日（土）

　

高
校
生
の
と
き
、
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き

た
中
国
ヘ
ヴ
ィ
メ

タ
ル
に
心
を
奪
わ

れ
た
田
辺
さ
ん
。

中
国
語
を
学
ん
で

歌
詞
の
内
容
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
ろ
う
と
大
阪

府
立
山
本
高
校
を
卒
業

後
、
摂
南
大
学
国
際
言
語

文
化
学
部
（
現
外
国
語
学

部
）
国
際
言
語
文
化
学
科

中
国
語
コ
ー
ス
へ
進
む
。

武
吉
次
朗
教
授
（
故
人
）

の
下
で
み
っ
ち
り
中
国
語

を
学
ぶ
。
４
回
生
に
な
る

前
に
１
年
間
、
北
方
交
通

大
学（
現
北
京
交
通
大
学
）

に
留
学
し
、
本
場
で
中
国

語
を
習
得
す
る
。留
学
中
、

情
報
を
得
て
は
ヘ
ヴ
ィ
メ

タ
ル
ラ
イ
ブ
に
通
っ
た
。

当
時
は
ま
だ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
な
く
、
情
報
収

集
に
骨
が
折
れ
た
。

　

卒
業
後
は
父
親
が
経
営

す
る
田
源
株
式
会
社
（
八

尾
市
緑
ケ
丘
３
―
16
）
に

入
る
。
農
業
生
産
者
向
け

に
か
い
わ
れ
大
根
・
ス
プ

ラ
ウ
ト
な
ど
幼
葉
野
菜
の

生
産
に
特
化
し
た
設
備
、

機
械
、
生
産
資
材
、
出
荷

資
材
の
販
売
が
主
な
事

業
。
仕
事
の
傍
ら
、
中
国

ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
の
研
究
を

続
け
て
い
た
。

　

２
０
１
６
年
12
月
、
社

長
に
就
任
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、「
デ
ス
メ
タ
ル
ア

フ
リ
カ
」「
デ
ス
メ
タ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」「
デ
ス

メ
タ
ル
コ
リ
ア
」
な
ど
を

出
版
す
る
パ
ブ
リ
ブ
の
濱

崎
誉
史
朗
社
長
か
ら
「
デ

ス
メ
タ
ル
チ
ャ
イ
ナ
」
執

筆
の
依
頼
が
入
っ
た
。
田

辺
さ
ん
は
二
つ
返
事
で
受

け
、
執
筆
に
取
り
組
む
。

初
め
て
の
著
書
執
筆
で
戸

惑
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
が
、
好
き
な
世
界

な
の
で
没
頭
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
ロ
ッ
ク
の

中
に
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
と
い

う
ジ
ャ
ン
グ
が
あ
り
、
さ

ら
に
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
の
中

に
デ
ス
メ
タ
ル
が
あ
る
。

　

執
筆
か
ら
約
３
年
半
。

よ
う
や
く
「
デ
ス
メ
タ
ル

チ
ャ
イ
ナ
」（
パ
ブ
リ
ブ

刊
／
定
価
２
、７
５
０
円
・

税
込
み
）
が
完
成
し
た
。

現
在
、
全
国
の
書
店
で
発

売
中
。
Ａ
５
判
４
０
８

ペ
ー
ジ
、
52
万
字
の
大
著

だ
。
４
９
６
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
９
１
４
作
品
を
紹
介

し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま

で
の
本
は
世
界
中
ど
こ
を

探
し
て
も
な
い
。

本
場
中
国
の
出
版

社
か
ら
中
国
語
に

翻
訳
し
て
出
版
し

た
い
と
い
う
話
ま
で
出
て

い
る
ほ
ど
だ
。

　
「
デ
ス
メ
タ
ル
チ
ャ
イ

ナ
」
出
版
を
記
念
し
て
、

講
演
会
が
９
月
19
日
に
開

か
れ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝

中
国
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル

研
　
　
究
　
　
家  

田
辺  

寛
さ　
　

ん

新
役
員
決
ま
る

八
尾
市
内

各
３
ク
ラ
ブ

「デスメタルチャイナ」　「デスメタルチャイナ」　出
版
出
版ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

七夕にちなんで作られたハンドクラフト浦上弘明理事長（右から３人目）と寄付企業代表者

警戒レベル避難情報マグネットを持つ大松桂右
八尾市長（左）と松村康隆社長

「デスメタルチャイナ」を持つ田辺寛さん

　

一
見
し
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
腰
の
辺

り
を
見
る
と
、ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
太
っ
た
よ
う
だ
。

不
思
議
な
こ
と
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
女
性
は
太
っ
て

も
顔
に
は
肉4

が
付
か
ず
、
下
半
身
、
特
に
腰
か
ら

お
尻
に
集
中
し
て
付
く
。
太
る
と
顔
に
肉4

が
付
く

日
本
人
女
性
と
は
対
照
的
だ
。
日
本
人
女
性
は
、

太
っ
て
も
腰
や
お
尻
に
肉4

が
付
き
に
く
い
。
多
少

は
付
く
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
女
性
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
。

　

ほ
っ
そ
り
し
た
顔
立
ち
に
魅
了
さ
れ
、
い
ざ
逢

瀬
へ
。
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
美
女
の

裸
体
を
見
て
驚
き
萎
え
て
し
ま
う
日
本
人
商
社
マ

ン
の
話
を
し
ば
し
ば
聞
く
。
そ
の
話
を
聞
く
度
に

残
念
に
思
う
。
腰
か
ら
お
尻
に
付
い
た
肉4

こ
そ
が

女
性
美
の
象
徴
な
の
に
。
腰
が
く
び
れ
て
い
る
よ

う
で
は
、
ま
だ
少
女
の
体
型
だ
。
大
人
の
女
性
は

腰
の
く
び
れ
が
な
い
ほ
ど
肉4

で
覆
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
若
い
頃
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
で
は
よ
く
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

知
ら
な
い
う
ち
に

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
腰

を
じ
っ
と
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
。「
い
や

ね
」
と
う
っ
す
ら
頬

を
染
め
て
彼
女
は
身

体
を
く
ね
ら
せ
た
。

　

慌
て
て
話
題
を
仕

事
に
移
す
。

　
「
ラ
ジ
オ
局
で
も

テ
レ
ワ
ー
ク
な
の
か

い
」

　
「
そ
う
な
の
。
自
宅
で
録
音
し
、
そ
れ
を
メ
ー

ル
で
局
に
送
る
の
。
も
っ
と
も
、
テ
レ
ビ
と
同
じ

で
再
放
送
の
番
組
が
多
い
け
れ
ど
」

　
「
大
変
な
状
況
だ
ね
」

　
「
こ
の
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
疲
れ
な
の
か
、
気
が

緩
ん
で
い
る
人
が
多
い
わ
。
出
張
で
仕
方
な
く
リ

ヴ
ィ
ウ
ま
で
電
車
に
乗
っ
た
け
れ
ど
、
満
席
だ
っ

た
わ
」

　
「
防
疫
制
限
は
建
前
で
し
か
な
い
ん
だ
ね
」

　
「
そ
れ
に
、
コ
ロ
ナ
で
皆
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
わ
。
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
で
し
ょ
。
ル
ー
ツ
ク
市

で
バ
ス
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、
地
下
鉄

の
シ
ュ
リ
ャ
フ
ス
カ
駅
や
リ
ソ
ヴ
ァ
駅
近
く
の
カ

フ
ェ
で
爆
発
事
件
が
発
生
し
た
り
と
、
落
ち
着
か

な
い
わ
」

　
「
確
か
に
そ
う
だ
ね
。
我
々
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住

む
邦
人
に
対
し
て
、
日
本
大
使
館
か
ら
注
意
喚
起

メ
ー
ル
が
し
ば
し
ば
入
る
よ
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
154

コロナでイライラする人びと

ウクライナ

コ
ロ
ナ
禍
中
・
暑
中

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！

日　程　令和 3年（2021年）1月24日（日）
　　　　14：00～開演（13：00開場）
会　場　八尾プリズムホール
参加費　S 席 5,800 円　A席 5,300 円（※18歳未満は入場不可）
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター

綾小路きみまろ

羽曳野店：〒583-0866　羽曳野市埴生野1148-3 0120-1212-94
お気軽にご相談ください

水曜
定休

わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会
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部
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ブ

会
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長
代
行 
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梶
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真

治
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八
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〇
八
一
三　

八
尾
市
泉
町
一―

九
三

電　

話　
（
〇
七
二
）九
九
九―

一
二
三
一

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ

会　
　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

事 

務 

局

野　

勢　

昌　

彦

阪　

口　

和　

秀

多
田
羅　

み
づ
代

長
谷
川　

春　

夫

柴　
　
　

登
志
博

役　

員　

一　

同

八
尾
市
南
木
の
本
４―

96 ―

６

電
話
０
７
２（
９
９
２
）１
０
０
７

〒581-0042

志
紀
産
業
ク
ラ
ブ

八
尾
南
産
業
ク
ラ
ブ

亜
細
亜
商
工
株
式
会
社

八
尾
市
渋
川
町
６

―

１

―

１

尾
崎
航
平

専
務

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
９
１―

２
３
４
５

尾
崎
好
泰

社
長

た
か

ひ
ろ

18日    倫理研究所法人スーパーバイザー　新庄昇氏「３つのチャンス（決断）が人生を変える～人生はチャンスだらけ！チャンスはだれにも限りなく訪れている!!」
25日  八尾市倫理法人会会長　岡巌氏「心即太陽～希望は心の太陽である～」

4日  豊中市倫理法人会幹事　杉本友紀氏「言葉の力」

20日  大阪鴻池倫理法人会会長　礒山哲也氏　※単会にお問い合わせください
27日  倫理研究所法人アドバイザー　松尾隆徳氏　「どこかおかしい、基本にもどろう～倫理がたより～」

6日  堺市北区倫理法人会会長　浅香隆一氏「実践道～夫婦と仕事と倫理～」

21日  東大阪市倫理法人会実行委員　小林貴子氏「痛みも苦難？」
21日  東大阪市倫理法人会幹事　寺田律香氏「考える」
28日  倫理研究所顧問　山田長司氏「自分中心から全体中心へ」

7日  大阪府倫理法人会副会長　権藤度夫氏「〝成幸〟への気づき！」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―19568月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-31798月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―88388月の予定
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ク
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八
尾
商
工
会
議
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
二
）
九
二
二―

一
一
八
一

会　
　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

　

中
国
ロ
ッ
ク
を
研
究
す
る
日
本
人
は
世
界
に
２

人
し
か
い
な
い
。
１
人
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
在
住
、
も

う
１
人
は
八
尾
市
在
住
だ
。
後
者
の
田
辺
寛
さ
ん

（
43
）
は
中
国
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
を
専
門
と
す
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

奉
仕
団
体
と
し
て
世
界
中
で
活
動
す

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
。
八
尾
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
各
３
ク
ラ

ブ
あ
る
。
７
月
１
日
〜
来
年
６
月
30
日

ま
で
の
新
役
員
が
決
ま
っ
た
。

　

新
会
長
を
紹
介
す
る
。
八
尾
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
伊
藤
嘉
宏
会
長
、
八
尾

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
吉
田
勝
利

会
長
、
八
尾
菊
花
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
山
中
伸
二
会
長
、
八
尾
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
飯
田
寛
光
会
長
、
八
尾
東

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
石
川
義
一
会

長
、
八
尾
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は

中
井
敬
和
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し

た
。

会
社
、
株
式
会
社
八
光
殿

（
八
尾
市
本
町
３
―
４
―

８
）
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
避

難
情
報
マ
グ
ネ
ッ
ト
（
10

㎝
×
10
㎝
）
を
作
成
し
、

７
月
２
日
に
八
尾
市
（
大

松
桂
右
市
長
）
へ
１
万
枚

寄
贈
し
た
。
八
尾
市
役

所
、
ア
リ
オ
八
尾
な
ど
で

市
民
に
無
料
配
布
さ
れ
て

い
る
。

　

レ
ベ
ル
１
（
早
期
注
意

情
報
）
か
ら
レ
ベ
ル
２

（
注
意
報
発
表
）、
レ
ベ
ル

３
（
避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
）、
レ
ベ
ル

４
（
避
難
指
示
・
緊
急
、

避
難
勧
告
）、
レ
ベ
ル
５

（
災
害
発
生
情
報
）
ま
で

色
分
け
さ
れ
て
お
り
一
目

瞭
然
。災
害
時
に
役
立
つ
。

　
「
災
害
時
に
ど
う
行
動

す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う

指
針
に
な
れ
ば
」
と
松
村

康
隆
社
長
（
55
）
は
警
戒

レ
ベ
ル
避
難
情
報
マ
グ

ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

９
月
19
日
に
出
版
記
念
講
演
会

池

尻
　

誠

尾

谷

祐

司

　

東
南
海
・
南
海
地
震
が

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
現
在
、
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
何
よ
り

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社

会
貢
献
に
取
り
組
む
葬
儀

　

毎
日
が
息
苦
し
い
。
大

人
で
も
そ
う
な
の
だ
か

ら
、
子
ど
も
は
推
し
て
知

る
べ
し
。
休
校
、
家
庭
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
生

活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
に

な
っ
て
体
調
を
崩
す
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
い
る
。

昼
夜
逆
転
生
活
で
ス
マ
ホ

ゲ
ー
ム
に
依
存
す
る
傾
向

も
目
立
つ
。
さ
ら
に
、
虐

待
も
増
え
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
（
八
尾

市
光
町
２
―
60
リ
ノ
ア
ス

７
階
７
９
０
、
☎
０
７
２

―
９
４
３
―
０
６
９
５
）

に
在
籍
す
る
36
人
の
小
中

学
生
は
少
し
ず
つ
元
気
を

取
り
戻
し
て
い
る
。

　

現
在
の
公
教
育
だ
け
で

は
フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
い
児

童
・
生
徒
の
た
め
に
多
様

な
学
び
の
場
の
１
つ
と
し

て
昨
年
９
月
に
設
立
さ
れ

た
同
法
人
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
学

校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い

る
の
で
、
情
報
を
交
換
し

な
が
ら
学
校
を
休
ん
で
も

出
席
に
な
る
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
構
築
。
上
の
学
校

へ
の
受
験
資
格
も
得
ら
れ

る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
元
気

に
な
っ
て
欲
し
い
。
輝
き

を
取
り
戻
し
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
だ
け
で
す
」
と

浦
上
弘
明
理
事
長
（
66
）

は
設
立
の
思
い
を
話
す
。

　

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
わ
れ
て
お
り
、
七

夕
に
ち
な
ん
で
７
月
３
日

に
は
七
夕
バ
ル
ー
ン
を
作

り
、
７
月
５
に
は
親
子
で

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
７

月
６
日
は
願
い
事
を
短
冊

に
書
い
て
竹
ざ
さ
に
つ
る

し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
の
運
営

は
大
部
分
が
寄
付
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
６
月
22
日
に
寄
付
金

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
キ

ン
キ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
株
式
会

社
（
井
川
孝
三
社
長
）、

笠
井
産
業
株
式
会
社
（
笠

井
実
社
長
）、
株
式
会
社

松
ち
ゃ
ん
給
食
（
小
林
茂

禎
社
長
）、
一
般
社
団
法

人
キ
ョ
ー
エ
イ
グ
ル
ー
プ

（
児
林
秀
一
代
表
理
事
）、

太
平
工
業
株
式
会
社
（
佐

野
清
会
長
）、
有
限
会
社

浜
岡
鍍
金
工
業
所
（
濱
岡

千
寿
郎
会
長
）、
日
本
商

運
株
式
会
社
（
田
中
康
正

社
長
）
の
７
社
が
各
10
万

円
の
寄
付
を
行
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

解
除
後
も
、
以
前
の
生
活
に
は
戻
っ
て

い
な
い
。
３
密
を
避
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
を
念
頭
に

暮
ら
し
、
マ
ス
ク
は
必
需
品
。
石
鹸
で
の
手
洗
い
は

も
と
よ
り
、消
毒
液
を
使
う
こ
と
は
日
常
と
な
っ
た
。

元
気
を
取
り
戻
す
小
中
学
生

企
業
７
社
が
寄
付

多様な学びの場多様な学びの場

警戒レベル避難情報マグネット
株式
会社八光殿が八尾市に寄贈

災害時に役立
つ

田辺寛「デスメタルチャイナ」
　　　 出版記念講演会
日時　９月 19日 （土）14時～ 16時
会場 八尾市文化会館プリズムホール・研修室
　　　八尾市光町２－ 40（近鉄八尾駅下車スグ）
会費　500円
発起人代表　美馬功之介氏（株式会社MIMA社長）
主催・申し込み　東大阪新聞社（TEL 072-926-5134）
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ポ
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・
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八
尾
市
宮
町
３―
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11

八尾ライオンズクラブの新役員（左から米田
憲生幹事、伊藤嘉宏会長、澁谷範彦会計）

八尾ライオンズクラブ
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